
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
国内で牛海綿状脳症（ＢＳＥ）が発生したことから、県下の食肉処理場に搬入されるす

べての牛について、食肉衛生検査所と飛騨地域保健所において、極めて感度の高い検査方
法（エライザー法）によるスクリーニング検査を実施する。

この検査において陽性となったものは、国の検査機関においてさらに精度の高い検査（ウ
エスタンブロツト法、免疫組織科学検査）を行い、双方が陰性で無ければ合格しない。

当該検査を実施することにより牛肉の安全確保を図る。
４ 施策の効果

県内の食肉処理場に搬入される全ての牛について、ＢＳＥスクリーニング検査を実施す
ることにより牛肉の安全性を確保するとともに、消費者の不安を解消することができる。
５ 要求の内容

○牛海綿状脳症検査キット購入費（１１５，７２０千円）
検査キットの購入

○牛海綿状脳症スクリーニング検査実施費（１４，５４０千円）
検査に伴う消耗品の購入等

○牛海綿状脳症スクリーニング検査廃液処理費（２９３千円）
検査に伴い排出される廃液の処理

６ 用語の解説
○ 牛海綿状脳症（ＢＳＥ）…プリオンとも呼ばれるたんぱく質が異常化し増えること

によって、脳細胞が死滅し、行動異常などの症状を呈し、死に至る牛の病気である。
その症状から狂牛病と呼ばれ、ヒトの「変異型クロイツフェルト・ヤコブ病」と関

連があると言われている。
７ 決定内容

①牛海綿状脳症検査キット購入費 １１５，７２０千円
②牛海綿状脳症スクリーニング検査実施費（単独） １４，５４０千円
③牛海綿状脳症スクリーニング検査廃液処理費 ２９３千円
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